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現在、医療現場では FPD検出器に使用されているものとしてα-セレンやヨウ化セ

シウムがあるが、いずれも光子数は測定しておらず、得られるのは被写体の形態情報

のみである。しかし、近年、光子数を測定できる CdTe X線画像センサが開発され、

エネルギーごとの光子数まで測定可能となり、被写体の形態情報に加え組成情報も得

ることが可能となった。これまでの研究で使用していた一次元 CdTe X線画像センサ

よりも新しく開発された二次元 CdTe X線画像センサは、より正確に被写体の線減弱

係数と実効原子番号を求めて、被写体の材質を識別できることわかったので報告する。 

カーボン(C)、アルミニウム(Al)、チタン(Ti)、鉄(Fe)、銅(Cu)の被写体の各材質

において、エネルギー領域 30～75 keV領域で二次元平面画像を取得する。取得間隔

について最適な条件を調べるため、前研究で用いた 5 keV から狭めた１keVおよび

3keVの条件にて測定を行い、比較した。取得した画像から入射光子数 と透過光

子数 (透過光子数/入射光子数)を用いて、エネルギーごと

の線減弱係数 を算出した。得られた線減弱係数 より、異なる二つのエネルギ

ー領域の線減弱係数 の対数比から各被写体の実効原子番号 を算出した。取得間

隔を狭めたことにより、特に、カーボン(C)と銅(Cu)で実効原子番号 の改善がなされ、

理論値に近い値を得ることができた。また、前研究で測定しなかったチタン(Ti)や鉄

(Fe)についても測定した結果、比較的誤

差の小さい結果が得られた。しかし、材

質ごとに最適な取得間隔が 1 keV、3 keV

と異なった結果となったため、今後、こ

の理由について検討する。 
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